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東日本大震災を振り返り、改めて学童保育の役割と自治体の責任を考えましょう！

１．行政施策の充実と改善 2011年度の重点課題

１－１．学童保育にふさわしい仕組み――「指定管理者制度」の導入阻止・撤回

・県連協・ として具体化を図ります。指定管理者制度チーム

１－２．学童保育にふさわしい規模――分割・新設による大規模学童保育の解消

①「安心こども基金～開設準備経費」などを積極的に活用して、 を進めます。大規模クラブの分割

②定員による「足切り」や「二クラス制」などという中途半端な分割ではなく、必要とする全ての児童が、

適正規模の学童クラブに入所できるよう、取り組みます。

１－３．学童保育に関わる計画・基準――「新システム」、「埼玉県運営基準」

① （以下「新システム））は、学童保育分野に関しては、前進につながり「子ども・子育て新システム」

得る内容がありますが、保育制度を根本的に悪化させる多くの問題をはらんだものです。福祉の改悪につ

ながるものへは断固として反対していきます。

②「埼玉県放課後児童クラブ運営基準」の改善を求めていきます。

１－４．指導員の仕事確立

・ようやく「保育の質の確保」「指導員の仕事」の大切さが指摘されてきています。指導員の仕事とは何

か、何が大切なのかを確認し、それを確保するには何が必要かを明らかにすることが必要です。またそれ

らを保障する公的な仕組み作りが大切です。

１－５．障害児の放課後生活支援

・2010年末、障害者自立支援法が改定され、「放課後等デイサービス」事業が2012年4月より始まる

ことになりました。よりよい豊かな放課後生活につながるものになるように取り組むことが必要です。

２．国に対してのはたらきかけ―公的責任に基づく十分な施策と制度の確立を

２－１．福祉は国・自治体の責任で――公的責任に基づく福祉施策を！

①指定管理者制度など、福祉にふさわしくない不適切な仕組みの見直しを求めます。

②保育の市場化など「新システム」のはらむ問題点については断固として反対し、その撤回を求めます。

③ に関わって議論されている、補助金などの「一括交付金化」は、必要な施策に公金が回ら「地域主権」

ない恐れがあります。必要な事業に十分な資金が投入される仕組みを求めます。

２－２．国の学童保育制度の整備――実効性のある「運営基準」を

①学童保育の「基準」について、ガイドラインではなく、実効性を伴う「運営基準」の策定を求めます。

②保育の質を保障するための仕組み（保育指針、研修制度、指導員の処遇改善）の確立を求めます。

２－３．国の学童保育施策の向上

放課後子ども教室と学童保育の役割の違いの明確化と、それぞれの施２－４．「放課後子どもプラン」

策の充実を求めます。

３．県施策の改善を求めるとりくみ

①運営費補助単価の改善 ②指導員の雇用・労働条件改善につながる施策の３－１．残された重点課題

導入 ③障害児加配指導員配置基準の改善 ④障害児学童保育単価改善／障害児学童保育施設問題への公

的支援 ⑤保育の質の確保を保障する仕組み作り（指導員の仕事確立・保育指針・研修の認証制度 他）

３－２． の改訂を求める「埼玉県放課後児童クラブ運営基準」

３－３．2012年度予算に向けて、県施策の改善を要望する

３－４．埼玉県からの委託事業 の推進を図る「放課後いきいき応援隊」

４．子どもの生活を豊かにするとりくみ～保育内容の充実、安全・安心の学童保育づくり～

４－１．指導員の保育力量を高めるための制度の整備

① の普及と実効化をはかります。「保育指針」「倫理綱領」

②埼玉県レベルでの研修の体系化と認証制度などの研究を進めます。

③各地域での指導員会作りの促進と、その充実、組織化をはかります。

※県連協主催の研修会については「年間活動計画」参照４－２．充実した研修の実施

４－３． を進める安全・安心の学童保育づくり

① を各学童保育、地域連協で改めて振り返る―その内容を記録に残す大震災

・３月11日その時 どういう事態が起こったか？どうしたか？

・12日以降は どんな問題が生じたか、生じているか

②これから必要となることを考え、話し合う―安全・安心の学童保育を作る―

③被災地・被災者を支援する

【全国連協募金義援金口座】 銀行コード：0005 店番：351 三菱東京UFJ銀行 本郷支店

普通預金 0012273 全国学童保育連絡協議会 代表 木田保男

④学童保育のあり方を改めて問う

・指導員の位置づけ・評価はどうか ・実施主体である市町村はその責任を果たしているか

県連協として ５月29日開催の研究集会をスタートに、その後の研修会（指導員⑤学習会・学習活動

学校、合宿研究会など）でも引き続き取り上げていきます。

・

５．指導員の課題 ～雇用・労働条件の改善を進める

①県連協・ で必要な活動を提起し、具体化を図ります。労働条件改善委員会

②指導員の人件費補助である県施策の充実をはたらきかけます。

③指導員の労働条件改善に関わって「指導員労働問題講座」や「公開交流会」などの学習会を開催します。

④昨年５月に策定された の活用を進めます。「モデル就業規則」

６．保護者会・連絡協議会の活動の充実

①保護者・連絡協議会の活動を活性化させるために、県連協主催学習会や研究集会等への参加を広げます。

②県連協役員や事務局が地域を訪問し、保護者会・連絡協議会活動を支援します。併せて、『日本の学童

ほいく』誌の普及をすすめます。

③ について、ノウハウの支援や相互学習の機会民間・共同学童保育における、運営や指導員雇用のあり方

を設けます。またNPO法人格の取得についても、学習・交流の場を設けます。



７．障害児の放課後支援

７－１．一般学童保育への障害児の入所を促進させます

①障害児加配（現状は「６人で２人目の指導員」）の改善を県に要求していきます。

② その他の研修会を開催し、保育内容の充実に努めます。「集中講座・障害児の生活づくり」

７－２．障害児学童保育のとりくみ ※障害児学童保育ブロックを中心に運動を進めます

① と連携して、 が円滑に、かつ「障害のある子どもの放課後保障全国連絡会」 「放課後等デイサービス」

実効性を以て実施されるよう、働きかけます。埼玉県の場合、現行の「埼玉県特別支援学校放課後児童対

策事業」との整合性を検討する必要があります。

②運営費（指導員人件費）増と配置基準の改善等を県に要望します。

③ の討議を進めます。「障害児学童保育指導員の仕事」

８．県連協の組織整備・拡充のとりくみ

８－１．県連協の組織の拡充を図ります。

①未加盟クラブへの支援やはたらきかけを通して、県連協の加盟クラブを増やします。

② を図ります。 を設けて進めていきます。『日本の学童ほいく』誌の定着・普及・拡大 特設チーム

③県指導員学校等の研修会等を活用して、 との連携の道を探ります。県連協未加盟の公立公営地域の指導員

④株式会社や労働者協同組合などの を検討します。多様な運営主体との連携

８－２．県連協の活動の充実、事務局の活動の強化

①県連協のホームページの充実を図ります。県連協を紹介する を作成し、活用します。リーフレット

②「学童保育実態調査研究」を行います。

③新たに誕生した とも連携を取り、充実した事務局活動ができるようめざします。県指連協専従

④ と障害児学童保育ブロックの活動促進をはかります。５つの沿線ブロック

⑤総会に次ぐ決議機関である では、各地域の交流・学習の場としても位置づけ、充実させます。代表委員会

８－３．来年10月開催予定の をすべての力を結集して成功へ第47回全国学童保育研究集会・埼玉集会

９．他団体等と共同したとりくみ

① と連携して国に対する運動、学習・研究活動等を進めます。全国学童保育連絡協議会

②栃木県・茨城県・群馬県とともに を開催します「北関東４県学習交流会」

③県連協としての加盟・参加団体

○埼玉県保育問題協議会 ○埼玉母親大会実行委員会 ○さいたま住民大学実行委員会

■ 2011年度 年間活動計画 ■

［運動・会議等］ ［研究会・研修会等］

１８日 埼玉県指導員連協総会 於：浦和コミセン【５月】

２８日 第３９回埼玉県学童保育連絡協議会総会 於：埼玉教育会館

２９日 第３９回埼玉県学童保育研究集会 於：上尾市文化センター

１９日 障害児ブロック全体会【６月】

２０日 第２６回埼玉県指導員基礎講座 於：浦和コミュニティセンター

キャンパス【７月】１１日 ＊第３６回全国指導員学校・北関東会場：於東洋大学板倉

第１回代表委員会：年間活動の確認 他

【８月】

３～４日＊全国連協運営委員会：総会準備、全国研 他【９月】

１０～１１日 第２７回埼玉県合宿研究集会 於：けんかつ

第２回代表委員会：県への要望書まとめ 他

１６日 第３９回埼玉県指導員学校（埼玉県放課後児童クラブ指導員研修会） 於：県立大学【10月】

２１日 ＊第４６回全国学童保育連絡協議会総会

２２～２３日 ＊第４６回全国学童保育研究集会 於石川県金沢市

障害児学童保育に関する埼玉県との話し合い

埼玉県との話し合い【11月】

埼玉県への陳情署名活動（～１２月）

第１３回指導員労働問題基礎講座

各沿線ブロック交流会 於各ブロック【12月】～１月

第１２回集中講座・障害児の生活づくり～２月

＊１０～１１日：全国運営委員会：全国研のまとめ総括 他

埼玉県知事との懇談（～１月）

第３回代表委員会

2012年

【１月】

＊全国運営委員会：指導員の課題 他【２月】

第４回代表委員会：「日本の学童ほいく」誌普及拡大の取り組み 他

２６日 第３３回埼玉県実践交流会

第１２回新人指導員研修会【３月】

労働条件改善委員会公開交流会

～指導員が息長く働き続けるために必要なことを探る～

＊全国運営委員会：学習会も【４月】

第５回代表委員会：総会議案書の検討・承認 他

１２～１３日 ＊全国合宿研究会：於埼玉県【５月】

２６日 第４０回埼玉県学童保育連絡協議会総会

２７日 第４０回埼玉県学童保育研究集会

第4７回全国学童保育研究集会 於：埼玉県【秋】 ＊


